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研究成果の概要（和文）：	 
(1)分類	 イイダコ、スナダコ、コブシメ、テナガコウイカ、メンダコから 10 新種のニハイチ
ュウを記載した他、ボウズイカとミズダコのニハイチュウの再記載を行なった。	 
(2)系統関係	 
	 	 ギャップ結合タンパクのイネキシンによるニハイチュウの系統解析を行なった結果、以前か
ら考えられていた扁形動物との関連性はなく、軟体動物や環形動物との関連が深いことが明ら
かになった。	 
(3)共進化	 ニハイチュウと頭足類について、それぞれの種間の系統関係を調べた結果、共進化
している種もみられる一方で、宿主を変えた種もみられ、いわゆる共進化はみられなかった。	 
	 
研究成果の概要（英文）：	 
(1) Description	 of	 new	 species	 	 
	 Ten	 new	 species	 of	 dicyemid	 were	 found	 in	 five	 species	 of	 cephalopods.	 Three	 dicyemid	 
species	 of	 Rossia	 pacifica	 and	 Enteroctopus	 dofleini	 were	 redscribed.	 
(2) Phylogenetical	 relationship	 of	 dicyemids	 	 
	 The	 relationship	 of	 dicyemids	 was	 studied	 using	 the	 amino	 acid	 sequences	 of	 the	 gap	 
junction	 protein,	 Innexin.	 The	 dicyemid	 was	 more	 closely	 related	 to	 mollusks	 and	 annelids	 
than	 platyhelmintes.	 	 
(3)	 Coevolution	 	 	 	 	 	 
	 The	 phylogenetic	 trees	 of	 dicyemid	 species	 and	 the	 host	 cephalopods	 revealed	 that	 
dicyemids	 and	 cephalopods	 did	 not	 co-evolved.	 Some	 dicyemid	 species	 change	 the	 host	 
species,	 some	 co-speciated	 with	 the	 host	 cephalopods.	 	 
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１．研究開始当初の背景	 
ニハイチュウは、底棲の頭足類の腎嚢に寄生
する体長数ミリの多細胞動物である。この動
物は、体をつくる細胞数が 10-40 個と少なく、
極めて単純な体制を示す。その単純な体制か
ら、ニハイチュウは、単細胞動物と多細胞動
物をつなぐ動物として、古くから動物の多細
胞化を考える上で興味深い動物とされてき
た。しかし、その見かけによらず、三胚葉動
物（螺旋型卵割動物）の一員であるとする見
方が優勢である。もしニハイチュウが三胚葉
動物であるとしたら、そのなかでも最も原始
的な位置を占めるものと予想され、左右相称
動物の起源を探る上でも興味深い動物とな
る。	 
	 
２．研究の目的	 
	 ニハイチュウの分類に関しては、未記載種
が多く、日本におけるニハイチュウ相はまだ
部分的にしか解明されていない。	 
	 最近の分子系統学による結果では、ニハイ
チュウは三胚葉動物の螺旋型卵割動物の一
員であるとする見方が優勢である。しかし、
螺旋型卵割動物のうちどの分類群との関連
が深いのかが明らかでない。そこで、分子系
統学的手法を用いてニハイチュウの系統的
位置を解析し、ニハイチュウがどのような祖
先動物から進化してきたか探る。	 
	 ニハイチュウは一般に宿主特異性をもつ
が、これは頭足類の種分化とニハイチュウの
種分化の歴史が平行して進んできたことを
想像させる。この宿主特異性の問題や、頭足
類とニハイチュウとの共進化の問題も分子
系統学的手法を利用して検討する。	 
	 
３．研究の方法	 
	 日本沿岸産のイイダコ、スナダコ、コブシ
メ、テナガコウイカ、メンダコ、ボウズイカ、
ミズダコの腎嚢を検索し、発見したニハイチ
ュウの特徴を記載した。	 
	 ニハイチュウの前口動物内での系統関係
をギャップ結合のタンパク質のイネキシン
遺伝子のアミノ酸配列を明らかにし、系統樹
を作成して解析した。	 
	 ニハイチュウと頭足類との関係（共進化）
を明らかにするため、日本沿岸産の頭足類 18
種の系統関係とそれらに寄生する 31 種のニ
ハイチュウについて、ニハイチュウとその宿

主頭足類の系統解析を行ない、両者の系統樹
を比較し、共進化の実像を調べた。	 
	 
４．研究成果	 
	 日本沿岸産のイイダコ、スナダコ、コブシ
メ、テナガコウイカ、メンダコから 10 新種
のニハイチュウを記載した他、ボウズイカと
ミズダコのニハイチュウの再記載を行なっ
た。	 
	 ニハイチュウの前口動物内での系統関係
をギャップ結合のタンパク質のイネキシン
遺伝子のアミノ酸配列を明らかにし、系統樹
を作成して解析した。その結果、18SrRNA に
よる系統解析とは異なり、ニハイチュウは、
螺旋型卵割動物の系統内で、扁形動物の次に
分岐することが明らかになった。	 
	 ニハイチュウとその宿主頭足類の系統解
析を行ない、両者の系統樹を比較した。その
結果、タコ類とイカ類にみられるニハイチュ
ウは、それぞれおおむね単系統を示したが、
なかにはホストスイッチしたと考えられる
種がみつかった。また、同じ種の宿主にみら
れるニハイチュウ類では、それぞれが近縁種
で、同じ宿主の中で種分化が起きていること
が示唆された。さらに、イカ類にみられるニ
ハイチュウ類が早くに分岐しているため、ニ
ハイチュウは最初イカ類に寄生していたこ
とが示唆された。ニハイチュウとその宿主に
は、一部に共進化がみられるのみで、全体的
にみるとニハイチュウは共進化していない
ことが明らかになった。これは、ニハイチュ
ウにとっての頭足類は宿主として無くては
ならぬ存在であるが、頭足類にとっては、ニ
ハイチュウの存在はそれほど重要ではない
という一方的な関係からであろう。	 
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